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１、日本の重要湿地(パンフレット)に掲載されました！ 
環境省から刊行された「日本の重要湿地～生物多様性

の観点から重要度の高い湿地の選定～」のパンフレット

の 11・12頁に葦毛湿原大規模植生回復作業が、「東三河・

渥美半島湧水湿地群」として紹介されました。環境省の

webサイトからダウンロードできますので、ぜひご覧く

ださい。 

湿地の現状では湿地環境の劣化要因について説明さ

れ、開発の影響、地球温暖化、外来種の影響等が示され

ています。 

また具体的な事例として、湧水湿地の「葦毛湿原」、

中間湿原の「山門湿原」・「東八幡原および西八幡原」、

マングローブ湿地の「住用湾流入河川および河口部」、

干潟・藻場の「志摩半島南部沿岸」の５か所が自然再生

等の取り組み事例として紹介されています。 

 

 

 
 Ｎｏ．８３ 

 
シオヤトンボ♂ 



２、平成３０年度ナガバノイシモチソウの大規模植生回復作業 
平成 30年度は昨年度に続

き南側の木を大規模に伐

り、日照を十分に確保しま

した。右上写真は作業前の

状況です。11時 23分の写真

ですが、昨年に比べて木の

影がほとんど伸びていない

ことが分かります。昨年は

画面の右半分ほどが日陰に

なっていました（葦毛通信

No.65 参照）。これで日照は

ほぼ確保できるようになり

ました。画面には映ってい

ませんが、右側手前にまだ

高木が数本あり、今年度の

作業で伐採する予定です。 

豊橋市では 2019年は冬か

ら春にかけて 30年に一度の

大渇水になりました。豊川

流域にある東三河地方の水

がめである宇連ダムは、

1985 年以来 34 年ぶりに貯

水量が０％になり、干上が

ってしまいました。 

右下写真は 10 時 47 分の

伐採作業後の状況ですが、

右奥の伐採が進み日照が大

きく改善されたことが分か

ります。しかし、今年は渇水

の影響なのか、ナガバノイ

シモチソウの発芽が悪く、個体数が増えていません。これから、８月頃までは発芽が続き

ますので今後に期待していますが、大規模植生回復作業開始以来、初めての個体数の減少

 

平成 30年度作業前（2018年 10月 1日：西から） 

 

平成 30年度作業後（2019年 5月 3日：西から） 

 
平成 30年度作業前（2018年 10月 1日） 平成 30年度作業後（2019年 6月 25日） 



ということになるかもしれません。 

前頁下写真は、第７地点を北から見たところです。画面奥の日照が確保されたことが分

かります。ナガバノイシモチソウの分布は手前側に広がっています。 

右写真は指定地を東から

見たところです。昨年の作

業では、一昨年に行ったよ

うに刈払機で地表面ぎりぎ

りを削りました。一昨年は

コケの除去を目的にしまし

たが、ナガバノイシモチソ

ウの発芽が悪くなることは

ありませんでした。今年は

発芽が悪い状況ですが、渇

水という気候条件が影響し

ていると考えられます。 

今年のナガバノイシモチ

ソウの発芽は、４月 23日に

３か所で初めて確認しまし

た。５月３日には第１～８

地点すべてで発芽を確認し

ました。昨年（４月 14日：

810 個体）よりも 10 日程度

遅く、個体数もかなり少な

い状況です。 

開花は６月８日に第７地

点で３輪確認し、昨年（６月

３日５輪）より、５日遅くな

っています。開花数は６月

26 日時点で 139 輪が確認で

きましたが、昨年同時期に

は 300 輪を超えており、開

花数はかなり少なくなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年度作業前（2018年 10月 1日：東から） 

 

令和元年度作業後（2019年 6月 25日：東から） 

ナガバノイシモチソウ観察会 
ナガバノイシモチソウが６月８日に、第７地点で３輪開花しました。今年の初開花

です。下記の日程で観察会を開催します。今年も多くの花が咲くと予想しています。

ナガバノイシモチソウは保護のためフェンスで囲まれており、常時観察はできませ

ん。観察会は直接観察できる貴重な機会です。ぜひご参加ください。 

開催日：７月２７日（土）・８月１１日（日）９：３０～１１：００ 

場 所：幸公園北側のナガバノイシモチソウ自生地（豊橋市佐藤町字池下） 

 問合せ先：豊橋市文化財センター（☎０５３２－５６－６０６０） 



３、2019モニタリング報告－１ 
１）ハルリンドウ 

 ハルリンドウは春先にあったアクシデントの影響で、今年の開花数の計測ができません

でした。2018年の最高開花数は４月 13日に 9,584輪でしたので、今年も同程度は咲いて

いたと思われます。ハルリンドウは順調に開花数が増えており、絶滅を心配する状態には

ありません。 

２）ミカワバイケイソウ（愛知県絶

滅危惧ⅠＢ類） 

 ミカワバイケイソウの開花数に

はばらつきがあり、今年は少ない

年にあたりました。昨年までは国

有林内、指定地内共に開花数の増

減サイクルが同じでしたが、今年

の国有林内は減りましたが、指定

地内は増えました。同じ個体が毎

年開花するのではないことは確認

しているので、ある程度根に養分

をためることができた時点で開花

していると思われます。 

 自生数は、株数ではなく茎の本数

を計測しています。国有林内の自生

数は一貫して増えていますが、指定

地内は、Ｌ地点を間伐して明るい森

にした直後に自生数が増えました。

その後は落ち着いている状態ですが

開花数は増えています。 

３）カザグルマ(愛知県絶滅危惧Ⅱ

類) 

 カザグルマの開花数は 2014 年には 10 輪以下だったものが、今年は 264 輪になり、ほぼ

直線的に右肩上がりで増え続けています。カザグルマは間伐して明るい森になったＬ地点

で増えています。発芽数は 300 個体以上あり多いのですが、花を咲かせるまでに成長する

個体が少ないようです。茎が木質化すると開花するようで、林道沿いに木質化した個体が

見られるようになったので、来年も開花数が増えると予想しています。 

 
国有林内のミカワバイケイソウ（2019年 5月 3日） 

ミカワバイケイソウの最高開花数と自生数 

  国有林内 指定地内 全体 

年 
最高 

開花数 

自生

数 

最高 

開花数 

自生

数 

最高 

開花数 

自生

数 

2015 ―  ―  12 808 12 808 

2016 318 ―  83 758 401 758 

2017 86 639 52 611 138 1,250 

2018 252 1,400 71 687 323 2,087 

2019 116 2,249 126 689 242 2,947 

  
カザグルマ(2019年 5月 9日) 
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